









































































































































































































































































































































































































１． 『橋本循著作集 一 中国文学思想管見』（橋本循記念会、2016年）の巻頭に
掲げられた芳村弘道氏の「『橋本循著作集』発刊の辞」を参照した。
２． 国立広島・長崎原爆死没者追悼平和祈念館　平和情報ネットワーク　ホ
ームページ」の「体験記を読む」に、入江健一氏の被爆体験記が収めら
れている。その文中に「百雷が同時に落ちたような物凄い閃光が走り、
激しい轟音と爆風で兵舎は崩壊し、私は吹きとばされ、崩壊した兵舎の
下敷きになって意識を失った」という証言がある。
図４　 橋本循筆「題蘇州滄
浪亭」
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橋本循「原爆歌」初探
３． 書道家の石橋犀水の筆でこの詩を書した作品が、広島平和記念資料館に所蔵されている（同館識別コー
ド：07―0016、寸法219×126糎）。
４． 平池南桑については、『平池南桑詩集』（私家版、1966年）の著者略歴が詳しい。
「明治廿三年大分県に生る。県立宇佐中学卒。大師（現大分大学）卒。専卒資格検定合格（文部
省）。大学卒単位認定（九大総長）。高等学校教員免許状。福岡女学院勤務三十三年退。漢詩作六十
年前旧豊後森藩儒者園田天放先生に師事。明治四十二年七絶七首五律一首を雑誌に初めて発表す。
昭和三十年菅公配所榎寺に移居、文神の威霊を拝し作詩に専念す」
また、後藤文雄『詩吟入門』（社会思想社、1973年）には、「昭和二十年六月、太平洋戦争終結の直前
に、学徒兵の長子をを失い」という記述も見える。
　平池が「原爆少女像」という作品を詠じたのは、平池自身が不幸にも我が子を早く喪ったことや、長
年、女学校で教鞭を執っていたことも起因しているのではなかろうか。
　さらに、『福岡女学校五十年史』（福岡女学校、1936年）の「福岡女学校教員一覧」の「現教職員（昭
和十年四月現在）」の項に、「地理・歴史　昭和五・四　教員幹事　平池次郎」（244頁）とある（担任学
科目・就職年月・職名・氏名を表す）。福岡女学校は現在の学校法人福岡女学院。1885年に、米国宣教
師のジェニ ・ーギールにより創立された「英和女学校」がその前身であり、今年創立百三十年を迎える。
　なお、本稿での「原爆少女像」詩の拙訳では、『平池南桑詩集』の作者自注を参考にしている。
５． 平池南桑は吟詠家として世に知られていた人物であり、テイチクレコードから発売された「池南桑先生
米寿祝賀記念 南桑詩選名流吟詠特集」というレコードも残されている。自ら吟詠するために、多数の漢
詩を自作したようで、現在でも「原爆少女の歌」「道」「石川啄木」などが世間で吟じられているようで
ある。
〔2018.　9.　27　受理〕
コントリビューター：富永　一登　教授（日本文学科）
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